
高齢者の生活をやさしく見守る

安否確認通報システム
離れて暮らすお年寄りの生活反応をメールで確認。 
毎日の生活を見守る、新しい安心のカタチ。 
一人暮らしのお年寄りが年々増えています。遠く離れて暮らすご家族は何かと心配なもの。 
「ちゃんと生活しているのかな.」「もし何かあったら.」「毎日会いに行くのは難しいし.」 
普段の生活に支障をきたすことなく、安否を知らせてくれるシステムが開発されました!!
 
子機　人感センサー 人感センサー搭載子機が 自動で人の動きを検知!! 
親機　安否確認システム本体　親機は子機からの受信信号を登録されたメールアドレスに
自動的にメールします!!
画面と音声で安否確認ができます!! 携帯電話　パソコン　インターネット 
 
 安否確認が取れない場合、速やかな対応が取れます!!
※個人で日常の生活反応を確認する装置であり、
警備会社等に通報するためのシステムではありません。 
※FOMA対応監視装置（携帯電話と同様）を使うため、インターネット回線工事が不要です。 
 
 平成23年度ひたちなか市新製品等開発事業費補助金を活用して開発した製品です。  
有限会社 インターフェース 
 〒312−0002　茨城県ひたちなか市高野2187−17 
TEL 029−285−8771　FAX 029−285−2006 
E−mail ：info@mimamori24.com
 http://www.mimamori24.com/
 
 



安否確認通報システムのご紹介 
子機　人感センサー 人の動きを検知し、親機に知らせます。 
子機　呼出ユニット（押しボタン式） 電話が欲しいことを親機に知らせます。 
親機　安否確認システム本体 子機から受信信号を登録されたメールアドレスに自動的にメールします。
正面にはデジタルフォトフレームが取り付けられているので、写真などを見ることが出来ます。
携帯電話通信エリア内であればどこでも使用可能です。
 
専用監視画面で簡単・一括監視!!  別途契約　管理センター メールを随時確認できない方のために
管理センターを現在計画しております（要別途費用）。もしもの場合でもご契約者様にかわり、ご登録者に
「安否確認が取れない」旨を伝える等、病気・ケガ等に限定した確認行為の手助けを行います。
契約者様に替わって警察に通報する等の対処行為は警備業法に抵触するため行いません。 
 ワイヤレスだから親機・子機間の配線が不要です。そのため、配線工事費が掛かりません。 
 遠方に住んでいてもお年寄りの生活反応を知ることができます。 
安否確認が取れない場合、速やかな対応が取れます。  
インターネット　近親者携帯電話　近親者パソコン  
本システムは、装置異常監視通報システムとして使うこともできます。 
 当社の歩み  1993年9月　茨城県東海村白方に自動制御設計会社として有限会社インターフェース設立
（代表取締役　秋山公彦） 
1996年7月　朝日新聞に「一人暮らしの老人の緊急時の対応や安否の確認を電話回線でするシステムの開発」
というテーマで取り上げられる
1998年6月　日本経済新聞・茨城新聞などに「センサーで安否確認」の記事が掲載される 
2011年8月　ひたちなか市新製品等開発事業費補助金交付決定を受ける  
 
 
 
 
 
 
 
お気軽にお問い合わせ下さい!!  
＜製造・販売＞ 
有限会社 インターフェース 
 〒312−0002　
茨城県ひたちなか市高野2187−17 
TEL 029−285−8771　FAX 029−285−2006 
E−mail ：info@mimamori24.com 
http://www.mimamori24.com/ 
 
 


	★インターフェース／同封用チラシ（表）
	★インターフェース／同封用チラシ（裏）



